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研究成果概要 
LST 反射鏡は対辺間が 1.5m の六角形の球面鏡 198 枚に分割されており、各鏡に設置さ
れた 2 つのアクチュエータにより、その方向を独立して調整できる。分割鏡の調整には
複数の方法がある。MAGICでは望遠鏡の天頂角に応じて（数分刻みで）調整するLook-Up 
Table（LUT）法が採られている。LST でもまずはこの調整法を実現することが不可欠
である。さらに LSTでは、天頂角以外の依存性（外気温、風など）を補正するために、
各鏡に設置された CMOSカメラで理想的な方向を記憶しておくことで、各鏡の理想から
のズレを「随時」補正する。 
 
1) LST 1号基の AMC試運転 
2018 年度中には反射鏡と制御用
の各種デバイス（アクチュエー

タ、CMOSカメラ、PCと電源が
入る配電盤）の設置を完了してい

た。2019年度にはまず 5月に鏡
の粗調整を行い、目標値の 3倍ほ
どのスポットサイズを得た（右図）。その後 8 月までに LUT 法の準備として大小天頂角
での LUTを作成し、小天頂角時には目標値 25 mmを 10%ほど上回る非常によい結果を
得た（右下図）。一方で、大天頂角には 30%ほど上回り、最適化されていなかった。 
	 この状態で主として働いていた大学院生が学位論文

に専念する必要が出たため時間切れを迎え、本年度後

半に LUT法開発を進めることは事実上困難となった。
本年度後半には、同図を作成するための解析ツールの

整備を行い、特に 1 月からの安定観測時にシフターと
連絡を取りつつ、スポットサイズを安定してモニター

できるようなユーザーインターフェースの整備を行っ

た。3 月現在、このように整備されたスポットサイズ
解析は安定に運用されている。  
 



2) LST 2-4号基の AMC用Wirelessアンテナ 
LST 1号基の AMCにはアクチュエータの制御
のためにワイヤレス通信が採用されており、16
のグループに１つずつアンテナが使われてい

る。AMC のグラフィカルユーザーインターフ
ェースを作成して、LST 1号基のワイヤレス通
信が安定に稼働しているかをチェックした（右

図に例を示す）。LST1の AMCが安定に運用さ
れていることを受けて、LST 2-4用のアンテナ
やケーブル類を購入した。このアンテナ・ケー

ブル類は LST 1 号基において本年度末にチェ
ックされた。 
 
3) LST 2-4号基用のサーバーマシン 
承認された物品購入費が申請額よりも大幅に少なかったため、この購入は見送った。 
 
以上は申請時に具体的に示した研究項目であるが、この他にも、2019 年 10 月に開催さ
れた LST Critical Design Reviewにおいてなされた指摘に対応する研究をいくつか行っ
た。それ以外にも、共同利用研究の範囲内で行った研究項目を以下に列記する： 
・鏡反射率の一様性の追加測定（可搬型装置による測定、ピース測定） 
・AMCに使われている Intel NUC PCに代わるファンレス PCの策定 
・LST2-4用の鏡選定、配置決定 
・MAGIC観測シフト、兼 LST試運転オンサイトヘルプ 
 
2020年度は、LUT法の確立・安定運用を行い、天頂角に依らずに性能を一定に保つこと
を第一目標とし、これに加えて、CMOSを使った調整法の試運転を行う。 
これと同時に、ソフトウェアの整備を行い、将来的な安定運用・メンテナンスを容易に

する計画である。特に、LST2-4 号基は IT センターから離れているため、ソフトウェア
のデザインが重要であり、この項目は既に本年度中から議論が活発に行われている。こ

れを 2020年度も継続して行っていく。 
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